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超高層・免震構造マンションの施工事例 

－（仮称）ウィザースレジデンス秋田新築工事－ 
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概要：ウィザースレジデンス秋田は，JR 秋田駅から徒歩 5 分の位置に建設される分

譲マンション（105 戸）である．地上 22 階建ての超高層で，秋田市初の免震構造マ

ンションである．近年秋田市中心地域でマンション建設が増加しているなか，他物件

と差別化を図るため超高層，免震構造，ロードヒーティング等の付加価値を高めた建

物である．販売促進の為工期途中で機械式立体駐車場が追加となり 36 ヶ月と長期の

工事となった．長期にわたり狭小な敷地内での超高層マンションと機械式駐車の建設

は，沿岸地域の強風，冬期の悪天候と厳しい気象条件での躯体工事であった．本稿は

東北支店で 3 物件目となる免震構造マンションの基礎上部免震装置の施工について

報告する． 

Key Words：超高層，免震構造  

 

１．はじめに 

秋田駅周辺はコンパクトシティを推進する秋田市において，商業施設，医療機関，文化施設等があり利便

性の高い場所である．一戸建て住宅が主流の地域ではあるが最近は駅周辺に分譲マンションが多く建設され

ている．駅周辺の利便性，冬期間の積雪対策等の理由から郊外から転居するケースも多く，当該工事中も周

辺で 3～4物件のマンション工事が行われていた．超高層，免震構造，機械式立体駐車場等の付加価値をつけ

ることにより，他物件との差別化を図り駅前のランドマーク的な建物として計画されている． 

比較的規模の大きく工期の長い工事である為，職員の確保，完成後のメンテナスを考慮し地元企業の中田

建設との共同企業体で工事を行った．  

機械式駐車場が工期途中に発注され最終的に 36 ヶ月の長期の工事となった．秋田市は沿岸部で強風地域

であり特に冬期の天候が非常に悪く晴れの日がほとんどない気候である．躯体工事で 2 回の冬期があったた

め躯体の品質管理に重点を置いた．基礎工事も冬期間の工事で採暖・積雪対策が必要で厳しい気候の中での

施工となった．本稿では免震装置設置を中心に，施工計画・検討事項・実施状況を報告する． 
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２．工事概要 

2.1 建物概要 

建物概要を以下に示す．建物外観を写真-1に示す． 

工事名称  (仮称)ウィザースレジデンス秋田新築工事 

建物名称  ウィザースレジデンス秋田ザ・タワー 

工事場所  秋田県秋田市中通 4丁目 304番，308番 

発 注 者  株式会社新昭和 

設  計  株式会社アサヒ建築設計事務所 

監  理  株式会社アサヒ建築設計事務所 

施  工  ピーエス・コンストラクション・中田建設共同企業体 

工  期  2022年 5月 1日～2025年 4月 25日 

主要用途  住宅（分譲住宅 105戸），平面駐車場 13台，駐輪場 

構造規模  鉄筋コンクリート造，大臣認定超高層基礎免震構造，地上 22階 

敷地面積  1,657.67㎡ 

建築面積  534.28㎡ 

延床面積  9,089.30㎡ 

最高高さ  64.870m 

 

機械式立体駐車場 

構造規模  鉄骨造，収容台数 48台 

建築面積  57.06㎡ 

延床面積  777.06㎡ 

最高高さ  54.990m 

 

 

写真-1 建物外観 

写真-1 建物外観 
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2.2 基礎構造概要 

本建物の平面規模は約 12m×33mで，基礎と 1階梁の間に免震装置を配置している．周囲を擁壁で囲む一

般的なピット形式となっている．基礎及び免震装置配置を図-1，軸組図を図-2，免震リストを表-1，表-2に示

す．基礎免震装置は四隅に直動転がり支承，高減衰ゴム系積層ゴム 8 台を配置している．ピット内には免震

装置のほかに受水槽が設置されている．上部躯体は 1 階が共用部，2～22 階が住宅部で躯体平面形状は同一

である． 

免震装置の上部躯体が地震時に変位するが，本建物の設計では施工クリア水平 650mm，垂直 70mm とな

っている．躯体図検討時水平は 1階梁と擁壁間クリア，垂直は 1階床と擁壁間クリアの確認が必要であるが，

1階床に段差等がある場合水平クリアが不足する場合があるので注意が必要である．また，配線・配管位置検

討時は支持材・配線ラック等のクリアも確認が必要である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 基礎・免震装置配置図 

表-1 免震装置リスト 

図-2 軸組図 
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３．免震層の施工 

3.1 免震層の施工 

免震装置設置時の仮設計画図を図-3に示す．搬入は南側

道路からのみとなる．敷地が狭小であり建物の配置から，

揚重機の設置は建物西側に設置とした．免震装置の重量は

高減衰系積層ゴムが約 3.0t，直動転がり支承が約 7.0～8.0tで直動転がり支承の楊重が困難であったので，2

分割に分解して設置した．楊重は固定式クレーンでは楊重能力が不足のため，120tラフタークレーンを選定

した．躯体基礎工事用で固定式クレーンの設置を検討したが,免震装置設置のラフタークレーン旋回に干渉す

るため地上躯体工事からの設置とした．免震装置設置状況を，写真-2，写真-3に示す． 

 

図-3 仮設計画図 

表-2 免震装置リスト 2 
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本工事の直動転がり支承のアンカーボルトは M30，長さが 750mmで，下部ベースプレートと基礎配筋の

手順・納まりを検討したうえで施工を行った．ベースプレートの設置精度が免震装置の精度の大部分を占め

ている． 

マンション工事においては狭小な敷地の場合が多いので搬入経路や揚重機の選択肢が限られる．免震装置

の重量と楊重方法を検討する必要がある．免震装置を設置するタイミングも建物周囲の擁壁・山留の撤去・

埋戻しの施工等関連する工種の順番を検討することが重要である．基礎免震構造の場合は着工前にこれらの

検討する必要がある． 

 

写真-2 高減衰ゴム系積層ゴム設置状況 写真-3 直動転がり支承設置状況 
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3.2 免震ベースプレート下部の充填試験 

免震基礎ベースプレートの下部コンクリート充填率は

設計値で 95%以上となっており施工前に充填試験を行い

監理者の承認を得る必要がある．流動性の高いコンクリー

トのみで打設する方法もあるが，充填の確実性を高めるた

めベースプレート下部厚さ 30mm を無収縮グラウト材注

入とした． 

充填試験はHT13と同様の形状の試験用ベースプレート

（厚みは 16mm）を作成し，無収縮グラウト材を充填する．

ベースプレートの形状を図-4に示す．  

グラウト充填し 4日間養生した後，ベースプレートを取

外し，コンクリート面の状態を確認する．全体の充填率は，

5mm 以上の気泡を対象とし 5%以内であれば合格とする．

各エリアの充填率は，5mm 以上の気泡を対象とし，一部に

偏った空隙がなければ 5%以内を合格とする．エリア区分

は図-5に示す． 

 

 

 

3.3 充填試験結果 

 ベースプレートの取外し後の状態を写真-4，気泡のプロ

ットを図-5 図に示す． 空隙率の測定方法は，気泡の大き

さが 40mm までのものは円の面積としてそれ以上の気泡

は，長方形の面積として測定した．全体の試験結果を表-3，

エリア分けの試験結果を表-3～11に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 充填試験用ベースプレート 

図-5 エリア区分 

図-6 気泡プロット 写真-4 ベースプレート取外し後 
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表-3 全体の測定結果 

表-4 エリア 1測定結果 

表-5 エリア 2測定結果 

表-6 エリア 3測定結果 

表-7 エリア 4測定結果 
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試験結果は全体の充填率が 98.69%であった．エリア

別の充填率は 96.11%~99.68%であった．全体・エリア別

とも設計値 95％以上の結果を得られた．気泡プロット

図からベースプレート周辺に空隙がみられた．プレー

ト中心からの充填となるため，周辺までの到達時間が

遅かったことが原因と考え，本施工では注入量を若干

増やし施工スピードを高めた．試験施工により作業手

順の見直しを行い本施工での精度を高めることができ

た． 

 

４．まとめ 

長期間に渡り狭小な敷地内での基礎免震構造の超高

層マンションの建設を無事完成することができた．施

工実績の少ない超高層・免震構造についても試験施工

や検討・対策において良好な品質と安全を得ることが

できた． 

 

表-8 エリア 5測定結果 

表-9 エリア 6測定結果 

表-12 エリア 9測定結果 

表-11 エリア 8測定結果 

表-10 エリア 7測定結果 


